
問題１答え:B: 視覚/聴覚/触覚/味覚/嗅覚

私たちの知覚の中で、視覚（見る）、聴覚（聞く）、味覚（味わう）と嗅
覚 [きゅうかく]（嗅ぐ）に触覚を加えたものを「五感」と言います。触覚には、
痛みや温度を感じる痛覚や温度覚、圧迫感を検知する圧覚など体表面で知
覚される感覚も含まれ、触覚は体の深部の感覚と合わせ体性感覚と呼ばれ
ています。

問題２答え:D: 甘味/酸味/塩味/苦味/旨味

味覚は体の「五感」の一つですが、基本的な味に関わる物質が受容器に結
合して検出される感覚です。味覚に関していくつかの説が提唱されました
が、現在、基本的な味は、甘味、酸味、塩味、苦味と旨味 [うま味]とされて
います。ヒトの場合は味覚の受容器はほとんど舌にありますが、チョウの
中には、前肢に受容器を持ち食べ物を触って味わうものがいるようです。
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身近なDNAを見てみよう!（50分）
身近な食品（ジュース、ブロッコリー等）と、
エタノールや食塩、台所洗剤などを用いてDNA
抽出を行います。（各班４名程度）中学１年生
「生物の観察」修了後にお勧めです。
目的:生き物には「生命の設計図」であるDNA
が含まれていることを学びます。

問題２
味覚は、主に舌の味蕾（みらい）細胞で発現し
ている味覚受容体遺伝子が大事な働きをしてい
ますが、哺乳類にとっての基本となる５つの味
は、次のうちどれでしょうか?

A: 甘味/酸味/辛味/苦味/旨味
B: 甘味/酸味/塩味/臭味/旨味
C: 甘味/酸味/辛味/臭味/旨味
D: 甘味/酸味/塩味/苦味/旨味

問題１

A: 視覚/聴覚/痛覚/味覚/嗅覚
B: 視覚/聴覚/触覚/味覚/嗅覚
C: 視覚/聴覚/敏感/味覚/嗅覚
D: 視覚/聴覚/鈍感/味覚/嗅覚

動物は外界の状況を知るために様々な感覚機能
を持っています。古くから代表的な５つの機能
を表現した「五感」は、次のうちどれでしょう
か?
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問題３答え:C: 約400種類

ヒトでは、鼻の中の鼻腔 [びこう]と呼ばれる部分の上部の粘膜に嗅細胞 [きゅ
うさいぼう]があり、匂い物質を検知しています。嗅細胞には匂い物質と結合
する嗅覚受容体があり、ヒトのゲノムには約400個の嗅覚受容体遺伝子が
あります。それぞれの受容体は匂い物質の一部の構造を認識するので、１
つの匂いが複数の受容体に結合することがあり、その組み合わせにより
様々な匂いを嗅ぎ分けることができます。東京大学の東原教授のグループ
は、アフリカゾウのゲノムに約2000個の嗅覚受容体遺伝子があることを
報告しています。

問題４答え:C: 発光酵素があるため

ホタルの中には腹部の後方が発光するものがあり、仲間とのコミュニケー
ションや敵への警告のために光るという説があります。この光は、ホタル
がもつ発光酵素（ルシフェラーゼ）遺伝子から作られた発光酵素がルシ
フェリンという基質と化学反応を起こした結果出されます。
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身近なDNAを見てみよう!（50分）
身近な食品（ジュース、ブロッコリー等）と、
エタノールや食塩、台所洗剤などを用いてDNA
抽出を行います。（各班４名程度）中学１年生
「生物の観察」修了後にお勧めです。
目的:生き物には「生命の設計図」であるDNA
が含まれていることを学びます。

問題３
匂いは、嗅細胞で発現している嗅覚受容体に匂
い分子が結合して、その情報が神経を通り脳に
伝わって感じるものです。ヒトゲノムには何種
類の嗅覚受容体遺伝子があるでしょうか?

A: 4種類 B: 42種類
C: 約400種類 D: 約4000種類

身近なDNAを見てみよう!（50分）
身近な食品（ジュース、ブロッコリー等）と、
エタノールや食塩、台所洗剤などを用いてDNA
抽出を行います。（各班４名程度）中学１年生
「生物の観察」修了後にお勧めです。
目的:生き物には「生命の設計図」であるDNA
が含まれていることを学びます。

問題４
生物が光を放つ「生物発光」はホタルでよく知
られていますが、ホタルの腹部が光るのは何故
でしょうか?

A: 体内で発電するため B: 光を蓄積できるため
C: 発光酵素があるため D: 高熱を出すため



問題５答え:A: 下村脩

下村脩博士は、オワンクラゲがなぜ光るのか?という興味から研究を進め、
1962年に緑色の蛍光を発するタンパク質（緑色蛍光タンパク質、Green 
Fluorescent Protein; GFP）を見つけました。このGFPは紫外線や青色光
を当てると緑色の蛍光を出すので、基礎研究から応用研究まで様々な生命
科学の分野で活用されるようになり、2008年のノーベル化学賞の受賞と
なりました。

問題６答え:C: 青色

緑色蛍光タンパク質（Green Fluorescent Protein; GFP）は、紫外線や青
色光のエネルギーを受け、緑色の蛍光を出します。

オワンクラゲの体内でGFPは、やはり下村博士が発見したイクオリンとい
うタンパク質と共に存在し、このイクオリンが細胞内カルシウムを感知し
て発光した青色の波⾧を受けてGFPが緑色の蛍光を発します。
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身近なDNAを見てみよう!（50分）
身近な食品（ジュース、ブロッコリー等）と、
エタノールや食塩、台所洗剤などを用いてDNA
抽出を行います。（各班４名程度）中学１年生
「生物の観察」修了後にお勧めです。
目的:生き物には「生命の設計図」であるDNA
が含まれていることを学びます。

問題６
緑色蛍光タンパク質（GFP）は、ある色の光エ
ネルギーを吸収して、緑色の蛍光を出します。
ある色とは何色でしょうか?

身近なDNAを見てみよう!（50分）
身近な食品（ジュース、ブロッコリー等）と、
エタノールや食塩、台所洗剤などを用いてDNA
抽出を行います。（各班４名程度）中学１年生
「生物の観察」修了後にお勧めです。
目的:生き物には「生命の設計図」であるDNA
が含まれていることを学びます。

問題５
2008年に、「オワンクラゲの緑色蛍光タンパク
質の発見」でノーベル化学賞を受賞した海洋生
物学者は誰でしょうか?

A:下村脩 B: 田中耕一 C: 大村智 D: 大隅良典

A:黄色 B: 赤色 C: 青色 D: 緑色
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